











心に響く歌声を求めてComparative consideration“Vocalise”of「VACCAJ」and「MARCHESI」through Vocal manual For a singing voice to affect a heart
























































































































































日本語 １２５ ～ １５００
ドイツ語 １２５ ～ ３０００
ロシア語 １２５ ～ ８０００
スラブ語 １２５ ～ ８０００
米語 ７５０ ～ ５０００
イタリア語 ２０００ ～ ４０００
英語 ２０００ ～１２０００図３ 各国人の言語周波数（医学博士 篠原佳年氏）
１１９
高い音は Hz数が大きく，低い音は Hz数が小さい。日本人の男性は通常５００Hz，女性は１，０００Hzといわれている。一方 dB（デシベル）は音の大きさを指す。置き時計が２０dB，地下鉄の
走っている電車内は１００dBである。









































































































アと日本では違う，例えば“ドレミファソラシド”Do Re Mi Fa So Ra Shi Do（ローマ字読














第１課 LaScala（音程） １．Messa di Voce（メッサ・ディ・ヴォーチェ）Intervalli di terza（三度音程） ２．Portamento（ポルタメント）
第２課 Intervalli di quarta（四度音程） ３．Canto spianato（平滑唱法）Intervalli di quinta（五度音程） ４．Scala diatonica（全音階）
第三課 Intervalli di sesta（六度音程） ５．Scala diaatonica（全音階）
第四課 Intervalli di settima（七度音程） ６．Scala puntata（付点のスケール）Intervalli di ottava（オクターブ） ７．Scala cromatica（半音階）
第五課 I semitone（半音） ８．Scala minore（短調の音階）
★★第六課 Modo sincopato（シンコペーション） ９．Note ripetute（音の重複）
第七課 Introduzione alle volate
（ヴォラーテへの導入）
１０．Terzine（三連音）
第八課 Le appoggiatura sopra e sotto
（上からおよび下からの前打音）
１１．Quartine（四連音）Introduzione al gruppetto（短前打音） １２．Arpeggio（アルペッジョ）
★第九課 Il gruppetto（モルデンテへの導入） いおん さいおん１３．Appoggiatura ed acciaccatura（倚音と砕音）８）Tecnica e stile
（異なるタイプのモルデンテ）
★１４．Mordente e Gruppetto（反撥漣音と回音）
第十課 Il gruppetto（ターンへの導入） ★★１５．Sincope（切分音）
★★★第十一課 Introduzione al trillo
（トリルへの導入）
１６．Salti（跳躍）
第十二課 Le volate （ヴォラーテ） １７．Marcato e staccato（マルカートとスタッカート）
第十三課 Modo per portare la voce
（ポルタメント）
★★★１８．Trill（トリル）Altro modo（もう一つのポルタメント） １９．Resume（レジュメ）





















る。韻脚を正しく歌うことにより，イタリア語発音と発声を理解することになる。SALVATOREMARCHESI（サルバトーレ マルケージ）と VACCAJ（ヴァッカイ）の学習要点を述べる。SALVATORE MARCHESI（番号は本教則本と同じ）
詩節の韻脚（音節数








´Men/tr’e /pur/tem/po an/co/ra．/（７Pen/sa/te/vi,/pen/sa/te/vi，/（８Che il/tem/po/ve/la/fa./（７Don/ne/tte/mie,/se/cre/de/re/（８Vo/le/te al/l’in/do/vi/no，/（７




































｀（No! No！）Non/ po/sso/ piu,/ non/ po/sso/fia/ta/re./（１０Non/ ten/go/for/za,/non/ten/go/for/za,/（１０
｀Non/po/sso,/(piu ?,)/non/po/sso/par/la/re./（９?１０?La/sin/co/pe/ ma/le/de/tta/（８Gi/ra/re/mi/fa/la/te/sta./（８
´Che/bru/tta/ sco/per/ta e /que/sta,/（８
´Ne/ce/ssa/ria/no,/ no/n e,/（８

















詩節の韻脚（音節数 第六課Modo sincopato（シンコペーション）Nel/con/tra/sto a/mor/ S’a/ccen/de，（８Con/chi/ce/de o/chi/s’a/rren/de（８
´Mai/si/bar/ba/ro/ no/n e,/（８
´Ma/-i,/ma/-i,/ mai/ no/n e,/（８Con/chi/ce/de o/chi/s’a/rren/de（８
´（no）mai/si/bar/ba/ro/no/n e,/（８
´（no,）mai/si/bar/ba/ro/no/n e /（８ リズムに乗って第１節にアクセントがあることを自然に練習できるものである。４ぶんの２拍子２８小節の曲である。シンコペーションは各すべての小節に出現する。韻脚を入れながら言葉のリズムに添って練習せねばならない。SALVATORE MARCHESI（番号は本教則本と同じ）
詩節の韻脚（音節数 １８．Trill（トリル）
´Per/che /mai/co/si/tur/ba/ta/（８Tu/mi/guar/di,oh!/mio/Te/so/ro?/（８














詩節の韻脚（音節数 第１１課 Introduzione al trillo（トリルへの導入）Se/po/ve/ro il/ru/sce/llo/（７Mor/mo/ra/len/to e/ba/sso,/（７Un/ ra/mo/sce/llo,un/sa/sso/（７Qua/si a/rres/tar/lo/fa,/（６＋１Se/po/ve/ro il/ru/sce/llo/（７Mor/mo/ra/len/to e/ba/sso,/（７Un/ra/mo/sce/llo, un/sa/sso/（７
























































































































“いっ”“しょ”となる。従って小さく書かれる音は前の音に加われている。参考文献Vaccaj ricordi社SALVATORE MARCHESI 全音楽譜
すてきな関係 萩野昭三 著 音楽之友社 １９９２年１２月発行
ベルカント唱法 コーネリウス・L／リード 著 渡部東吾 訳 音楽之友社 １９８７年１月発
行
声楽ライブラリー６ 発声と発音 音楽之友社 １９８４年１１月発行
情動と音楽 国安愛子 著 音楽之友社 ２００５年１１月発行
音のしくみ 中村健太郎 著 ナツメ社 ２００１年７月発行
トマティス博士の音の子育て 篠原佳年 著 知玄社 ２００１年１１月発行
音のなんでも小辞典 日本音響学会編 講談社 １９９６年１２月発行
１２９
声の呼吸法 米山文明著 平凡社 ２００３年２月発行
声と日本人 米山文明著 平凡社 １９９８年２月発行
アレキサンダー・テクニックの学び方 バーバラ・コナブル，ウィリアム・コナブル著 片桐
ユズル，小山千栄 訳 誠信書房１９９７年６月発行
カストラートの歴史 パトリック・バルビエ著 野村正人 訳 ちくま学芸文庫 １９９５年３月
発行
心ならずも天使にされ フーベルト・オルトケンパー著 荒川宗晴 訳，小山田豊 訳，富田
裕 訳，国文者 １９９７年１１月発行Il canto e le sue tecniche Antonio Juvarra著 RICORDI社 １９４２～１９８４発行
（参考頁によって改正されているため年度が跨る）
美しい響きの飛躍 レグーラ・シュバァルツェンバッハ，レティツァ・フィオレンツイァ著
川島千穂 訳 音楽之友社 ２０１４年３月発行
呼吸発声歌唱 D.F．プロクター著 原田康夫 訳 西村書店 １９９５年４月
岡元：声楽教則本「ヴァッカイ」と「サルバトーレ・マルケージ」“ヴォカリーゼ”習得法比較考察心に響く歌声を求めて１３０
